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風
の
神

大
祭
に
花
火
供
え

龍
田
大
社
（
三
郷
町
）

莢莢

莢莢

龍
田
大
社
の
南
側
正
面
。
存
在
感
の
あ
る
鳥
居
が
目
を
引
く

‖
三
郷
町
立
野
南
１
で

龍
田
大
社
は
三
郷
町
の
大

和
川
右
岸
に
鎮
座
し
、
近
く

に
は
大
和
と
河
内
を
結
ん
だ

龍
田
古
道
も
通
り
ま
す
。
古

く
か
ら
「
風
の
神
様
」
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

社
伝
に
よ
る
と
、
創
建
は

約
２
１
０
０
年
前
、
第
十
代

崇
神
天
皇
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
国
内
に
凶
作
や
疫
病
が

流
行
し
た
中
、
天
皇
の
夢
に

現
れ
た
神
様
の
お
告
げ
通
り

に
龍
田
の
立
野
に
宮
を
造
営

す
る
と
、
疫
病
は
退
散
し
豊

作
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

大
社
南
側
正
面
に
は
大
き

な
鳥
居
が
あ
り
、
拝
殿
ま
で

見
通
せ
、
風
が
通
り
抜
け
る

よ
う
な
開
放
感
を
感
じ
ま

す
。正
面
に
拝
殿
、祝
詞
殿
、

両
脇
に
は
五
つ
の
摂
社
末

社
、
そ
し
て
祝
詞
殿
の
奥
に

本
殿
が
あ
り
ま
す
。

主
祭
神
は
本
殿
一
殿
に

天
御

柱

大
神
、
二
殿
に
国

御

柱

大
神
が
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。
天
と
地
の
間
、
大
気

・
生
気
・
風
力
を

司

り
、

天
地
宇
宙
の
万
物
生
成
の
中

心
と
な
る
「
気
」
を
お
守
り

く
だ
さ
る
力
の
あ
る
神
様
で

す
。古

来
、
「
龍
田
の
風
神
」

「
廣
瀬
の
水
神
」
と
並
び
称

さ
れ
、
「
日
本
書
紀
」
に
は

天
武
天
皇
が
６
７
５
年
、
現

在
の
龍
田
大
社
、
廣
瀬
大
社

（
河
合
町
）
に
国
家
安
泰
と

五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
７
月
第
１
日
曜
に
は

「
風
鎮
大
祭
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
神
様
に
火
の
ご
ち
そ
う

で
あ
る
「
風
神
花
火
」
が
供

え
ら
れ
、
美
し
く
も
荘
厳
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

石
橋
真
理
）

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
三
郷
町
立
野
南
１
の

の
１

（
祭
神
）
天
御
柱
大
神
、
国
御
柱
大
神

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
下
車
。
徒
歩
約
５

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無
料
（

台
）

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
１
１
３
８
‖

９
〜

時


